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NEWS RELEASE 

  2021 年 6 月 30 日 

株式会社三菱総合研究所 

 

三菱総合研究所、企画業務 DX サービスを順次提供 

自社事業で DX を先駆け、企業・官公庁の企画業務変革をリード 

 

株式会社三菱総合研究所（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：森崎孝）は、2023 年 9 月期を目標と

する「中期経営計画 2023」（中計 2023）において、当社シンクタンク事業のデジタルトランスフォーメーショ

ン「シンクタンク DX」を掲げ、自らの創造的破壊に取り組んでいます。 

当社事業における、情報収集や会議・委員会運営、データ分析などの業務には、一般企業・官公庁の企画業務

と共通する業務が多数あります。シンクタンク DX ではこれらの企画業務のデジタル化・高度化に着手し、

2021 年 6 月からサービス提供を開始しました。自社事業で企画業務の DX を先駆け、一般企業・官公庁等

のデジタル変革をリードしていきます。 

 

1. 背景 

デジタル技術を用いて新規事業の創造や事業の変革を推進するデジタルトランスフォーメーション（DX）

の波があらゆる業界に押し寄せています。当社の主な事業領域であるシンクタンク（リサーチ・コンサルティ

ング）事業も例外ではありません。当社では中計 2023 において「シンクタンク DX」を掲げ、デジタル技術

を活用した革新的なサービスの開発やリサーチ・コンサルティングサービスにおける提供価値の向上、ニュ

ーノーマルにおける働き方改革に取り組み、人と組織の成長を目指しています。 

シンクタンク DX は以下の三つの階層で推進しており、特に「②当社事業の高付加価値化」は、一般企業・

官公庁の企画業務変革に貢献するサービスとして提供可能です。 

① 当社業務全般の効率化・リモートワーク対応： デジタルインフラ導入 

② 当社事業の高付加価値化：   デジタルツール開発・活用 

③ 当社事業の破壊的イノベーション：  ディスラプション（破壊的イノベーション）構想 

 

 

2. シンクタンク DX の概要 

DX を支援するコンサルティングサービスは数多く存在しますが、リサーチ・コンサルティング事業そのもの

の DX（高付加価値化・破壊的イノベーション）は当社独自の取り組みです。 

 

シンクタンク DX では、当社の競争力・提供価値を高めるとともに、最終的には社会課題解決・社会変革に

つなげることを目指し、各種ツールの開発・活用を進めています（図表 1）。 
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図表 1 シンクタンク DX の目指す姿 

 

これらのツール（青枠の 4 種）を企業・官公庁の企画、研究開発、営業・マーケティング部門等向けにも提

供し、一般企業・官公庁のデジタル変革につなげていきます（図表 2。詳細は当社公式サイト

（https://www.mri.co.jp/service/thinktank_dx.html ）参照）。 

 

＜シンクタンク DX においてツール開発・活用を進めている業務＞ 

 Web 情報収集の効率化・自動レポーティング ～ ブリーフィング DX 

6 月から特定技術分野の情報収集業務にて実運用開始、ソリューション提供開始 

 リモート会議の効率化・合意形成の変革 ～ リモート委員会 

4 月からグループ会社内で試行運用、6 月から受託案件で活用開始、10 月以降サービス提供予定 

 データ駆動経営への迅速・スムーズな移行 ～ データ分析 DX 

6 月からサービス提供開始。受託案件・当社独自事業にて活用開始 

 ノウハウ共有と定量的な政策提言の発信強化 ～ シミュレーション DX 

6 月から当社健康寿命シミュレーションにて活用開始 

図表 2 シンクタンク DX の展開計画 

 

当社は 2021 年 5 月 1 日、経済産業省が定める「DX 認定制度」に基づく、DX 認定事業者として認定を

取得しました 1。シンクタンク事業の DX は当社競争力の源泉であり、今後、他の業務においてもデジタル

ツールや AI 技術等を積極的に導入していきます。 

これらの DX に関する知見・経験は、当社 DX 事業（企業・官公庁に対する DX 計画立案・推進コンサル

ティングやシステム実装）にフィードバックし、当社 DX 事業のさらなる改善につなげます。 

 

 
1 三菱総合研究所ニュースリリース「経済産業省「DX 認定制度」における認定取得」（2021 年 5 月 27 日）

https://www.mri.co.jp/news/press/20210527.html ←URL はリリースタイトルにリンクさせる 
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本件に関するお問い合わせ先 

株式会社三菱総合研究所 

〒100－8141 東京都千代田区永田町二丁目 10 番 3 号 

【サービスに関するお問い合わせ】 

DX 技術本部 清水、比屋根 

電話：03- 6858 -3694  メール：thinktank_dx@ml.mri.co.jp 

【報道機関からのお問い合わせ】 

広報部  

メール：media@mri.co.jp 

 


